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製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保する
ために、正しい設置工事が必要です。据付工事の前にこの
「工事説明書」を必ずお読みください。
この給湯機は申請によって通電制御型としての割引料金
が適用されます。お客様のご意向を確認し、電力契約をし
ている電力会社に電力契約の申請手続きをしてください。

システム形式 BHP-ZA46NU
BHP-ZA37NU

システム形式 BHP-Z46NU
BHP-Z37NU

工事説明書
家庭用
ヒートポンプ給湯機

家庭用

給湯専用（オートストップ機能付き）

給湯専用

耐塩害仕様は、形式の末尾に「E」がつきます。
耐重塩害仕様は、形式の末尾に「J」がつきます。

工事の前に

安全上のご注意
お願い
同梱付属品
純正別売部品
外形寸法図

据付工事

据付場所の選定
搬入時の注意
据付場所の制約
ヒートポンプユニットの据付
貯湯ユニットの据付

配管工事

標準配管例
使用部材
排水口付近詳細
凍結防止・保温工事
特殊配管工事
樹脂配管使用時の施工要領

電気配線工事

配線工事の範囲
貯湯ユニットへの配線工事
ヒートポンプユニットへの配線工事
アース工事(接地工事)

リモコン工事

同梱部品
純正別売部品
お願い
リモコンコードの配線長の制約
貯湯ユニットとの接続
台所リモコン工事

試運転

貯湯ユニットへの給水
ヒートポンプユニットへの給水
漏電遮断器の動作確認
試運転ナビ
手動操作による試運転
販売店名の入力
沸き上げの停止
点検表示と処置
水抜き
お客様への説明について
チェックリスト　　
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工事後について

工
事
の
前
に

ガス機器から電気給湯機へ変更する際は、事前にガス事業者への連絡が必要になります。

ガス事業者への連絡をせずに無断撤去することは、法令により規制されておりますので

ご注意ください。

● この製品は、次世代省エネ基準（IBEC発行）のⅠおよびⅡ地域では、　

　 機器が故障するおそれがあり使用できません。据え付けないでください。

  （冬期最低温度が－１０℃を下回る地域では、機器の性能が十分発揮でき

   ないことがあります。）

● 塩害地では使用できません。
　 塩害地に設置する場合は、形式の末尾に「E」がつく耐塩害仕様、
　 または、「Ｊ」がつく耐重塩害仕様を設置してください。

● 防水処理、排水処理をしていない床面に設置しないでください。

● この製品は作動中に運転音がします。

　 運転音や振動が気になる場所には据え付けないでください。

　 また、各地の騒音規制等に関する条例に従って設置してください。

● 貯湯ユニットは吊りあげないでください。

● 製品の上面には上がらないでください。変形することがあります。

● メンテナンスのための十分なスペースを確保してください。

● 同梱付属品をご確認ください。(Ｐ.５参照)

● この製品はリモコン(同梱品)を接続しないと動作しません。

　 必ずリモコンを接続して使用してください。

● 積雪地域ではヒートポンプユニットを推奨品の高置台に設置し、

　 防雪カバーセット(別売品)を必ず取り付けてください。

　 取り付けは別売品に付属の説明書に従ってください。

　 必要に応じて推奨品の防雪屋根を取り付けてください。

● 混合水栓には必ず逆止弁付混合水栓(現地準備品)を使用してください。

　 逆止弁の付いていない混合水栓を使用した場合や、混合水栓が故障した場合は、

　 混合水栓からお湯が出ない場合があります。

● 浴室では、やけど防止のため、サーモスタット付混合水栓(逆止弁付)を必ず使用してください。

吊上げ禁止

防雪対策

● 工事後は、取扱説明書とともに、お使いになるお客様にお渡しし、保管していただくように

   依頼してください。

この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。 
据付工事の前にこの｢工事説明書｣を必ずお読みください。
この説明書に記載されていない方法や保証書と適合しない内容で工事された場合、
また、指定の純正別売部品を使用せず工事された場合は、事故や故障が生じても責任を負いかねます。

１.お願い

工事の前に

工事にあたって

３



｝



２.同梱部品

３.純正別売部品

本体には、下記の部品・付属品が同梱されていますので、ご確認ください。

● 保証書

● 取扱説明書

● カンタンご使用ガイド

● 工事説明書（本書）

● アンカーボルト施工用型紙

　（梱包材に印刷されています）

● リモコンセット

  （台所リモコン、付属品）

● ドレンニップル貯湯ユニット ヒートポンプ
ユニット

脚カバー

配管カバー

防雪カバーセット １ 積雪地域では必ず取り付けてください。

リモコンコード

 エコパイプセット
（架橋ポリエチレン管）

 エコパイプセットS
（金属強化ポリエチレン管）

BERC-10M2

BERC-15M2

BERC-25M2

BHSEP2-10T

BHSEP3-10T

BHSEP5-10T

BHSEP10-10T

BHSEP15-10T

BH-EP-2-10T

BH-EP-3-10T

BH-EP-5-10T

BH-EP-10-10T

BH-EP-15-10T

BEHK-46Ｔ

BEAK-46Ｔ

BHBC-5

BEA-1

２芯10m

２芯15m

２芯25m

２m･10Ｔ

３m･10Ｔ

５m･10Ｔ

10m･10Ｔ

15m･10Ｔ

２m･10Ｔ

３m･10Ｔ

５m･10Ｔ

15m･10Ｔ

10m･10Ｔ

いずれか1

１ アース工事は必ず実施してください。

部品名 仕様 型式 必要数

工
事
の
前
に
（
お
願
い
・
同
梱
部
品
・
純
正
別
売
部
品
）

５

単独工法用 長さ900mm

風向ガイド １BHFG-1

脚部後方差込金具 １BEM-3S

アース棒

１ 

１ 

いずれか1

























配
管
工
事
（
標
準
配
管
例
・
使
用
部
材
）

● 配管工事は給水装置工事主任技術者または給水装置工事配管技能者の資格がある方が行ってください。
● 水は、必ず水道法に定められた飲料水の水質基準に適合した水道水を使用してください。
　 また、飲料水の水質基準に適合した水でも総硬度100mg/L以上の硬度の高い水道水は、
　 熱交換器の寿命が、通常よりも短くなる場合があります。総硬度100mg/L以上の水質の
　 場合は、［水道直圧給湯］フルオート標準タンク（井戸水対応）のご使用をおすすめしま
　 す。
● 塩分・石灰分・イオウ分、その他の不純物を多く含有する水や、純水、イオン交換水、井
 　戸水は給水しないでください。  
   (熱交換器の破損やつまり、硫化物などによる金属腐食による水漏れ、故障の原因にな
   ります。
● 配管は必ず指定サイズを使用してください。指定サイズ以外を使用すると沸き上げ不良や
　 電気代増加の原因となります。
● 配管工事用部品はシステムに適合した指定の別売品を使用してください。
● 凍結防止のため、配管の凍結防止・保温工事を必ず行ってください。(P20)
● 樹脂管の露出配管は管の寿命を縮める原因になりますので、必ず管表面を保護カバー等で覆い遮光を施して
　 ください。
● 配管用シール剤によっては、揮発性ガスによりゴムなどを傷めることがあります。特に引火性のものは使用し 
　 ないでください。
　(P19へ続く)

3m以内
1か所

● ペアチューブは使用不可です。A側、B側それぞれ独立した配管とし、放熱を防ぐ保温材を巻いてください。
● フレキシブル配管は配管接続部の位置ずれを吸収する場合のみ使用し、使用する場合、片側0.5m以内としてください。
● 耐熱性ノンアスベストタイプのパッキンを使用してください。ゴムパッキンは使用しないでください。水漏れの原因となります。
● 配管の途中に逆止弁付止水栓は使用しないでください。逆止弁が抵抗になり、沸き上げが正常にできない原因となります。
● 日立純正部品のエコパイプセット・エコパイプセットSなど95℃以上の耐熱性・耐食性を有する架橋ポリエチレン管・金 
　 属強化ポリエチレン管をご使用ください。
● ゴムホース類（カキンホースなど）やふろ用樹脂配管など耐熱性・耐食性の劣る配管を使用しないでください。故障や水
　 漏れの原因となります。

● 点検などで排水するときに必要なタンク専用止水栓(現地準備品)を取り付けてください。
● 太陽熱温水器は接続しないでください。(貯湯ユニットへの給水温度が高くなると、点検表示を表示する場合が　 
   あります。)
● 機外の給水配管で金属管を使用する場合は耐震性を考慮して、建物の固定配管(給水管)
　 との接続部にフレキシブル配管を使用することをおすすめします。

● 階下への給湯の制限は、本体設置面より下方3.5m以内です。　　
● 機外の給湯配管で金属管を使用する場合は耐震性を考慮して、建物の固定配管(給湯管)
　 との接続部にフレキシブル配管を使用することをおすすめします。

● 排水配管は、90℃以上の耐熱を有する材料を使用してください。
● 沸き上げ中にタンク排水管よりお湯（逃し弁からの膨張水）が出ますので、必ず排水工事を行ってください。
● 口径φ80以上の排水ホッパーや排水トラップを設けてください。
● 1/200以上の下り勾配としてください。
● フレキシブル配管は使用しないでください。抵抗になり流れが悪くなります。
● 屋内設置の場合はP9の注意事項を必ず守ってください。

鳥居配管 施工上の注意

17

フレキシブル配管

フレキシブル配管

フレキシブル配管

上
－

－

－

－

● ヒートポンプユニットから排水する結露水(ドレン水)の凍結が予想される場合は、ドレンニップルを使用せず、　
　 直接垂れ流してください。ドレン水が凍結し、沸き上げ運転に支障をきたす場合があります。
● ドレン配管は必ず下り勾配にしてください。ドレン水があふれたり、ドレン配管が詰まる場合があります。

お願い



















電源線
(電源ブレーカーから)

７.電気配線工事(続き)

■貯湯ユニットへの配線工事

26

お願い

極性がありますので必ず色を合わせ、端子台のそれぞれの
挿入口より奥に当たるまで確実に差し込んでください。
電線を引っぱっても抜けないことを確かめてください。
間違えて接続した場合、基板が破損するおそれがあります。

漏電遮断器

ヒートポンプ
接続用端子台

前面カバーなどの構造物が浮き上がら
ないよう電線を形成してください。

ヒートポンプユニット
電源通信線と端子台の
色が同じになるよう接
続してください。

クランプ

開く

ロックボタン

15㎜

20㎜

１ 前(下)カバーをはずす

● ネジ２本をはずし、前(下)カバーを開きます。
● ネジ１本をはずし、電源カバーを開きます。

２ 電源線の引き込み

● 電源取出口のゴムブッシュ(２カ所)にカッター等で
　 切込みを入れます。
● 電源線、ヒートポンプユニット電源通信線を各電源
　 コード取出口に通します。
   ＰＦ管を通す場合は、ゴムブッシュを取外してくだ
   さい。

お願い

事故防止のため、必ず圧着端子を使用してください。

３ 電源線の加工と接続

● 電源線(電源ブレーカー～貯湯ユ
　 ニット)に圧着端子をつけます。
● 漏電遮断器、アース端子それぞれ
   接続します。

４ ヒートポンプユニットの電源通信線加工
と接続

● ヒートポンプ電源通信線の被膜を図の寸法に従って
   むいてください。
● 端子台とコードの色を合わせて接続してください。

５ 電源コードの固定

● 電源コードはクランプ(製品付属)で固定してください。
   また必要以上にたるませたり、丸めたりしないでくだ
   さい。

黒

黒

白

白

赤

赤

ヒートポンプユニット電源通信線の取り外し方

ドライバーなどでロッ
クボタンを押した状態
でヒートポンプユニッ
ト電源通信線3本を一
緒に引き抜きます。

被膜をむく

1

2

4
3

5

ヒートポンプ
ユニット電源通信線
(ヒートポンプユニットへ)

前(下)
カバー

電源
カバー

電源線
(電源ブレーカーから)

ゴムブッシュ

お願い

電気工事の際、電源配線、アース接続以外の必要のないとこ

ろには手を触れないでください。







29

電
気
配
線
工
事
（
ア
ー
ス
工
事
）

８.リモコン工事
■同梱部品 ■純正別売部品

■お願い

■リモコンコードの配線長の制約

リモコンセットは以下のものが同梱さ
れています。

リモコン

コード

2芯25ｍ BERC-25M2

BERC-10M2

BERC-15M2

2芯10ｍ

2芯15ｍ

台所リモ
コン用に
いずれか
を1

シールド付ケーブ
ルです。
両端に接続用端子
が取り付けられて
あります。

※リモコンコードを現地調達される場合は長岡特殊電線製シールド付 
　2芯ケーブル(0.3㎜×2芯、12/0.18㎜)と同等品をご使用くださ
　い。他のコードを使用した場合、ノイズによる通信不良が発生する
　原因になります。

台所リモコン×1

縦145×横145
奥行き25

仕様 型式 必要数 備考部品名

● リモコンの取付工事は専門の技術が 
   必要です。販売店または工事店が
   行ってください。
● リモコンコードの接続は200Ｖ電源
   通電前に行ってください。
● リモコンコードは配線長の制約に従 
　った長さとしてください。

● リモコンは凹凸のあるところには取り付けないでください。
● リモコンコードのシールド線は電気箱内のアース端子に配線してく
　 ださい。なお、インターホン通話時に雑音やラジオの音声がスピー
　 カーより聞こえる場合は、シールド線をアースより外してください。
● リモコンコードは電源ケーブル、アース線および他機種のリモコン 
　 ケーブルから離して配線してください。ノイズによる誤作動および
　 リモコンのスピーカーからノイズ音が発生する原因になります。

リモコンの取り付け場所について

リモコン配線時の注意点

工事にあたって

2

木ねじ×2

台所リモコン固定用
（コード露出配線時）

φ3.5×25

リモコンコードの配線長

貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト

台所
リモコン

リモコンコードの長さ ≦ 30m

● リモコンコードの長さは30m以下としてください。
● リモコンコードは途中で継ぎ足ししないでください。
● リモコンコードは束ねたりせず、極力短くしてください。
   ノイズによる誤作動の原因となります。
● リモコンコードのシールド線は電気箱内のアース端子に配線して
   ください。

●シールド付2芯ケーブルでないとき、ノイズや電波がリモコンコー
ドを通して入り下記の現象が発生することがあります。特に放送局
や電波塔に近く電波が強い地域では、この現象が発生しやすくなり
ます。
　・リモコンのスピーカーから雑音やラジオの音声が聞こえること
　　があります。
　・リモコンが誤作動することがあります。

　シールド付2芯ケーブルをご使用にならない場合

リ
モ
コ
ン
工
事
（
同
梱
部
品
）

■貯湯ユニットとの接続

リモコンコード取り出し口のゴ
ムブッシュにカッターなどで切
り込みを入れます。

１ リモコンコードの配線 ２ リモコンコードの加工 ３
１

２

３
3

Y端子（M3）にリモコンコー
ドを確実に挿入して、圧着工
具でかしめる。

リモコンコードを適切な長さ
で切断(端子部分を切断)する。

被膜を先端から約5㎜むく。

貯湯ユニットのリモ
コン端子台にリモコ
ンコードを接続する。

１

２ リモコンコードのシ
ールド線をアース端
子に接続する。

貯湯ユニットに接続

リモコン端子台

台所リモコン
コード

クランプ

アース端子

約
5m
m 3 リモコンコードをク

ランプで固定する。















● 試運転ナビの前に「貯湯ユニットへの給水」（Ｐ32）・「ヒートポンプユニットへの給水」（Ｐ33）・「漏電遮断器の動作
　 確認」（Ｐ34）の作業を必ず行ってください。
● 試運転ナビ(ナビゲーション)は、以下の順番で進んでいきます。台所リモコンに表示される確認、試運転を行ってください。
   (所要時間約30～40分)
● 試運転を一度も完了していない場合、試運転ナビの途中で電源スイッチを「切」にすると、再度「入」にした場合、試運転
   ナビの最初に戻ります。

９.試運転(続き)

■試運転ナビによる試運転
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[決定]を押す

1

● この時点で漏電遮断器の動作確認の
　 ためにテストボタンを押した場合
   は、再度「ON」にした際に試運転ナ
   ビの最初の画面に戻ります。

漏電遮断器確認

[決定]を押す

2 タンク満水確認

[決定]を押す

3 ヒートポンプエア抜き確認

[決定]を押す

5

漏電遮断器の動作を
確認しましたか

試運転ナビ

決定 決定

タンクは満水に
なっていますか

試運転ナビ

決定 決定

HPの水抜き栓から
エア抜きをしましたか

試運転ナビ

決定 決定

[決定]を押す

4 ストレーナ清掃確認

ストレーナの掃除は
しましたか

試運転ナビ

決定 決定

6

10

日付を設定します

年 月 日01 01
選択 設定 

2013

試運転ナビ

決定 決定

14：00

時刻を設定します

選択 設定 

試運転ナビ

決定 決定

[決定]を押す

電力契約設定7

契約番号：04
電力契約を設定します

設定 

試運転ナビ

決定 決定

日付を設定します

年 月 日01
選択 設定 

2013

試運転ナビ

決定 決定

01

日付を設定します

年 月 日

選択 設定 

2013

試運転ナビ

決定 決定

0101

時刻を設定します

選択 設定 

試運転ナビ

決定 決定

14：00

設定 

試運転ナビ

決定 決定

おまかせ多め
沸き上げを設定をします

おまかせ節約

▲
▲

▲

● エア抜き不足によりHE22などの点 
　 検表示(P43)が表示されますのでエ
　 ア抜きは確実に行ってください。

逃し弁確認

日時設定

● 現在時刻は24時間表示です。
● 時刻を正確に設定します。
　 タンクの沸き上げ開始時刻など、時
　 刻が関連する機能全てがこの設定を
　 基準に動作します。
● 電源が切れても記憶しています。

「年」設定
▲▼で[年]選択
　　　を押す

「月」設定
▲▼で[月]選択
　　　を押す

「日」設定
▲▼で[日]選択
　　[決定]を押
　　す

「時」設定
▲▼で[時]選択
　　　を押す

「分」設定
▲▼で[分]選択
　　[決定]を押
　　す

● タンクの沸き上げモードの設定です。
　「おまかせ節約」は省エネ設定です。
　 お湯の使用量がわからない場合や家
　 族が多いなどお湯の使用量が多い場
　 合には湯切れを防ぐため「おまかせ
　 多め」に設定します。

8 沸き上げモード設定

●「電力会社別契約番号」(裏表紙)を参
　 照し、番号を入力します。
　 正しく設定されていない場合、電力料
　 金が割高になる場合があります。この
　 番号は日立固有の番号です。

各運転を実施します

ＨＰエア抜き・・・運転中　05分
沸き上げ確認

試運転ナビ

あ
と

「HPエア抜き」
終了後、自動で
「沸き上げ確認」
を行います

ヒートポンプエア抜き中

ふろ初期設定開始
沸き上げ確認

各運転を実施します

ＨＰエア抜き・・・完了
沸き上げ確認・・・運転中

試運転ナビ
完了後、画面下

に「決定」の表

示がでます

沸き上げモード
を選択して
[決定]を押す

11各運転の完了

各運転を実施します

ＨＰエア抜き・・・完了
沸き上げ確認・・・完了

試運転ナビ

決定 決定

「決定」を

 押す

逃し弁の動作を
確認しましたか

試運転ナビ

決定 決定

9
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12
試運転ナビ

決定 決定

試運転ナビ完了
逃し弁をあけて
空気が抜けていることを
確認して終了してください

台所リモコンに右の画面が表示された場合、
以下に従って処置し、再度「試運転ナビ」を行います。

漏電遮断器のスイッチを「ＯＦＦ」にする。

「ヒートポンプユニットへの給水」(P33)を再度行う。

漏電遮断器のスイッチを「ＯＮ」にする。

リモコンの画面を確認する。画面の表示状態によって操作が異なります。

ヒートポンプ配管の貯湯ユニット、ヒートポンプユニット
それぞれのＡ側、Ｂ側の接続が正しいことを確認する。

「試運転ナビ」表示の場合

［する］を選択する。

「通常画面」表示の場合

手動で「沸き上げ確認」(P40)を実施します。

（「ふろの初期設定」は既に終了しています）再度、試運転ナビを実施します。

1

2

3

4

5

沸き上げ異常終了

試運転ナビ

決定 決定

沸き上げを開始しないまたは停止する場合

確認後[決定]を
押す

● [決定]を押すと、標準画面を表示します。この時点で「タンク全量沸き上げ
　 運転」が自動で行われます。沸き上げを停止させる場合は、「沸き上げの停止」
 　（Ｐ42）に従い、設定を変更してください。

試運転ナビ完了
エア抜き確認

1

3

4

2

ＨＰユニットのエア抜きが不
足している可能性があります
ので、エア抜き運転を再度
行ってください

試運転ナビ

決定 決定

エア抜き不足の表示をする場合
台所リモコンに右の画面が表示された場合、以下に従っ
て処置し、ヒートポンプユニットのエア抜きを行います。

[決定]を押す。試運転ナビが継続します。

「ヒートポンプユニットへの給水」（P33）を再度行う。

「ヒートポンプユニットのエア抜き」（P39）を再度行う。

試運転ナビ終了後、「沸き上げの停止」（P42）を行う。

5 「沸き上げ確認」（P40）を行う。

試運転ナビ終了後の沸き上げ運転において、まれにヒートポンプユニ
ットが運転⇔停止を繰り返すことがあります。これは、ヒートポンプ
配管長さの学習制御や圧縮機のならし運転を行うためであり、異常で
はありません。この場合、1～3時間後通常運転にもどります。

お知らせ



９.試運転(続き)

■手動操作による試運転

「沸き上げ確認」が完了してい
ない状態で電源を「OFF」→ 
「ON」した場合台所リモコン
の画面は、「試運転ナビを　す
る　しない」の表示になります
ので、再度「しない」を選択し
てください。

3
画面に「ＨＰエア抜き終了」が
表示されたことを確認してくだ
さい。
⇒表示後数秒経つと自動で「標
　準画面」に戻ります。

エア抜きの終了確認と終了

■ヒートポンプユニットのエア抜き

試運転には、「試運転ナビによる試運転」と「手動による試
運転」の２つの方法があります。確認漏れや設定漏れを防ぐ
ためには「試運転ナビによる試運転」をおすすめします。

エア抜き運転中はリモコン画面の確認を続けてください。
エア抜き運転終了後、自動で標準画面に戻るため、終了を
確認できません。

手動による試運転を行う場合
は[　][　]ボタンで「しない」
を選択し[決定]を押してくだ
さい。

1 「ＨＰエア抜き」の起動

2
[　]ボタンを押し、「する」を
選択し、[決定]ボタンを押す。
⇒ヒートポンプユニット側循環
   ポンプが動作し、エア抜き運   
   転を開始します。

機能の実行

ＨＰエア抜き開始画面を約2秒間表

示後、自動的にエア抜き運転中画面

に切り替わります。画面には残り時

間が表示されます。エア抜き運転は

約5分間です。

1 漏電遮断器のスイッ
チを「ＯＮ」

2 台所リモコンに表示

数秒間表示

テストボタン

セルフチェック中です
しばらくお待ちください

3
ふろの初期設定が未完の場合
「試運転ナビ」が表示

4 通常画面に戻ります

手動による試運転は下記の手順で行います

2

3

電力契約、沸き上げモード、時刻、日付の設定

1 ヒートポンプ配管のエア抜き

沸き上げ確認

お知らせ

お知らせ

ご注意

選択 

HPエア抜き

決定 決定

するしない

HPエア抜き

HPエア抜き開始

HPエア抜き

HPエア抜き中
あと05分

HPエア抜き

HPエア抜き終了

選択 

試運転ナビ

決定 決定

しないする

選択 

試運転ナビ

決定 決定

しないする

38

ヒートポンプユニットのエア抜
きを行わないとヒートポンプ配
管でエアが噛み込み、水が流れ
ない場合があります。

この操作を行う前に必ず、「ヒートポンプユニットへの給水」(P33)を行ってください。
手順が変わると故障の原因になります。

お願い

リモコンの扉を開き、[メニュー]ボ
タンを押す。
　　ボタンで「その他」「HPエア抜
き」を選択し、[決定]ボタンを押す。

⇒「ＨＰエア抜きしない／する」
　 が表示されます。

選択 

メニュー

決定 決定

湯はり
タンク
リモコン
その他

電力契約設定
一括設定
出荷時設定
HPエア抜き
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　　ボタンで、「完了音」を選択し
て、[決定]を押す。
⇒「電力契約設定」の入力画面にな
　 ります。

　　ボタンで、「しない」にあわ
せ、[決定]を押す。
⇒「音声ガイド設定」画面になり
　 ます。

　　ボタンで、「沸き上げ量」をあ
わせ、[決定]を押す。
⇒「節約設定」画面になります。

　　ボタンで、「沸き上げモード」
をあわせ、[決定]を押す。
⇒「湯切れ防止設定/節約設定」画面
　 になります。

９.試運転(続き)

■一括設定

1
リモコンの扉を開き、[メニュー]ボ
タンを押す。
　　ボタンで「その他」「一括設定」
を選択し、[決定]ボタンを押す。
⇒「湯はり完了音設定」の設定画面に
　 なります。

「一括設定」の起動

お知らせ お願い

給湯機を便利に効率よく運転させるための大切な設定です。
お客様には設定の意味を正しくご説明し、お客様のご使用状況にあった設定をしてください。

■湯はり完了音設定　････････　湯はり完了時の完了音を選択します
■電力契約設定　････････････　お客様の契約にあった番号を設定します
■沸き上げ設定　････････････　お湯の使用量にあった設定をします
■湯切れ防止／節約設定　････　自動沸き増しをするか、しないかを設定します
■音声ガイド設定　･･････････　リモコンの音声ガイドに関する設定です
■ガイド・操作音量設定　････　リモコンの音量に関する設定です
■日付／時刻設定　･･････････　給湯機が適切な時間に運転するための設定です

各設定の詳細内容については、

取扱説明書の関連項目を参照

してください。

● 「電力会社別契約番号」（裏表紙）を参照し、番号を入力
　　します。正しく設定されていない場合、電力料金が割高　
　　になる場合があります。この番号は日立固有の番号です。

3
　　ボタンで、「契約番号」をあわ
せ、[決定]を押す。
⇒「沸き上げ設定」の入力画面にな
　 ります。

電力契約設定

● タンクの沸き上げモードです。
● お湯の使用量がわからない場合や、家族が多くお湯の使用
　 量が多い場合には湯切れを防ぐため「おまかせ多め」に設
　 定します。「おまかせ節約」は省エネ設定です。

契約番号：04

設定 

電力契約設定

決定 決定

4 沸き上げ設定

● タンクの湯切れ時（昼間）に沸き上げるお湯の量を設定し
　 ます。お客様のご希望がない場合は「少量」に設定します。
　「切」にした場合は「音声ガイド」の画面になります。

5 湯切れ防止設定

選択 

沸き上げ設定

決定 決定

おまかせ多め

おまかせ節約

選択 

メニュー

決定 決定

湯はり
タンク
リモコン
その他

電力契約設定
一括設定
出荷時設定
HPエア抜き

選択 

湯切れ防止/節約設定

決定 決定

切 全量少量

● ご使用開始時はお湯の使用量がわからないので湯切れ防 
　 止のため「しない」に設定してください。
　 しばらくお使いになってから設定を見直すようお客様に
　 お願いしてください。

6 節約設定

湯切れ防止設定

設定 

湯切れ防止/節約設定

決定 決定

節約設定

手動設定しない おまかせ

2 湯はり完了音設定

選択 

湯はり完了音設定

決定 決定

メロディ１ メロディ２

メロディ３ チャイム
おしえて 再生

● ［おしえて］を押すと選択した完了音を再生します。お客
　　様に実際の完了音を聞いていただいて選択してください。

　　であわせ、[決定]を押す。
⇒「設定完了」画面になり、自動で 
　 標準画面に戻ります。

　　ボタンで、「年月日」を選択後、
　　ボタンで、[決定]を押す。
⇒「時刻設定」の入力画面になりま　  
　 す。

　　ボタンであわせ、[決定]を押す。
⇒「ガイド・操作音量」の入力画面  
　 になります

● お客様に実際の音量を聞いていただいて設定してくだ
　 さい。

日付設定

年 月 日01 01
設定 

2013

日付/時刻設定

決定 決定選択 

14：00

時刻設定

設定 

日付/時刻設定

決定選択 決定

選択 

音声ガイド設定

決定 決定

しんせつ 切標準

● 「しんせつ」はリモコンの操作方法などのガイドが音声で
    アナウンスされます。

7 音声ガイド設定

8
　　ボタンで、「音量」をあわせ、
[決定]を押す。
⇒「日付設定」の入力画面になりま　
　 す。

ガイド･操作音量設定

● 今日の日付を設定します。電源が切れても記憶しています。

日付設定

● 現在時刻は24時間表示です。
● 時刻を正確に設定します。タンクの沸き上げ開始時刻や 
   ふろ予約など、時刻が関連する機能全てがこの設定を基
　 準に動作します。
● 電源が切れても記憶しています。

10 時刻設定

設定 

ガイド･操作音量設定

決定 決定

9



９.試運転(続き)
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９.試運転(続き)

■沸き上げ確認
1 台所リモコンの[タンク沸き増し]

ボタンを押してください。

2 [タンク沸き増し]ボタンが点灯し、
画面右下に「沸き増し」が表示
されている。

3 リモコンの画面で、沸き上げ状態を約30分監視し
、沸き上げが継続されていれば正常です。

ヒートポンプユニットへの給水、エア抜きが

十分でないために、沸き上げを開始しない、

または沸き上げ開始後、点検表示が出て停止

することがあります。試運転時は30分程度の

状況確認をお願いします。

また、据付後最初の沸き上げ運転時において、まれにヒート
ポンプユニットが運転⇔停止を繰り返すことがあります。こ
れは、ヒートポンプ配管長さの学習制御や圧縮機のならし運
転を行うためであり、異常ではありません。この場合、1～
3時間後通常運転にもどります。

なお、点検表示が表示した時は下記の手順を

実施してください。

据付時の時間帯や沸き上げ設定により沸き上げ運転を開始

している場合がありますが、「タンク沸き増し」ボタンを

押さないとタンク全量を沸き上げません。

沸き上げ開始

お知らせ

沸き増し

沸き上げを開始しないまたは停止する場合

30分

30分

１ 点検表示の解除

表示される点検表示の種類

台所リモコンの[メニュー]ボタンを３秒以

上押してください。

⇒点検表示が消えます。

４ 「ヒートポンプユニットへの給水」を再度実施。

５ 漏電遮断器の電源スイッチを[ＯＮ]にする。

６ 「ヒートポンプエア抜き」を再度実施。

７ 再度沸き上げ確認を行う。

貯湯ユニット、ヒートポンプユニットのＡ側、Ｂ側の接
続があっているか確認してください。

２ 漏電遮断器の電源スイッチを[ＯＦＦ]にする。

３ ヒートポンプ配管を確認

C 09 HE03 HE17 HE19

HE20 HE21 HE22 HE23

警告
給湯温度ボタン[▲]をくりかえし押しても給湯温度が「高温」にならないことを確認してください。
（工場出荷時は「給湯高温設定なし」としています。）

<確認手順>

・[▲]ボタンをくりかえし押すと、35～48,50,55,60℃を順番に表示します。このときに「高温」にならない

　ことを確認してください。

・確認後は給湯温度を標準的な温度に戻してください。(例えば40℃)

・意図せず給湯温度が「高温」に設定できる場合は、貯湯ユニット制御基板のディップスイッチ(SW2-1)を

　OFF(＝給湯高温設定なし)に設定してください。

．．．．

．．．．
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10.点検表示と処置
リモコンに表示される点検表示は、機器の故障などで表示される以外に、工事不良が原因で表示される場合があります。
修理コールセンターにお問合せいただく前に、工事不良などが無いかご確認ください。
工事不良が原因でも発生する点検表示について、下記に示します。原因が該当する場合は、必要な処置を行ってください。

表示 内容 状況 原因 対処

貯湯ユニット関連

台所リモコン通信異常Ｅｒ11 点検表示が表示
リモコンコードの
断線・接続不良・規定外のコード

リモコンコードに不具合があれ
ば、電源を切って、配線・接続を
見直す

給湯温度異常Ｅｒ14
設定温度で給湯できない、
点検表示が表示

給水圧が低い（0.2MPa未満）、
給水配管が細い（13A以下）

給水元圧のアップ、
給水配管のサイズアップ

① HPユニット電源通信線接続(極性) ① 不良があれば正しく配線する

② 貯湯ユニット電源線配線不良
② 不良があれば電源を切って、 
    正しく配線する

ヒートポンプ通信異常Ｅｒ31
HPユニットが動かない、
点検表示が表示

Ｃ-09 沸き上げ動作異常 点検表示が表示

① ヒートポンプ配管の
　 Ａ側・Ｂ側が逆接続 接続不良があれば直す

② ヒートポンプ配管の保温工事
　 がしていない

ヒートポンプ配管の保温工事が
していなければ工事をする

点検表示が表示

ＨＥ-03

ＨＥ-15

ＨＥ-17

ＨＥ-21

ＨＥ-23

ＨＥ-31

ＨＰ配管の折れ・詰まりがある

貯湯ユニットに水を入れる
（Ｐ32参照）

ＨＰ配管にエア溜まりがある

・折れ・詰まりをあれば直す
・ＨＰ配管に止水栓があれば開く

ヒートポンプ配管のエア抜きを
する（Ｐ38参照）

沸き上げ温度高温検出１

沸き上げ温度低温検出 

インバータ過電流検出

圧力センサー異常 

点検表示が表示

冷媒圧力高圧異常

ファンモータ異常

貯湯ユニットに給水されていない

ファンが指令回転数で回っていない プロペラファン周囲に異物があれ
ば、取り除く

ヒートポンプユニット関連

点検表示が表示

ＨＥ-19 冷媒吐出温度異常

ＨＥ-20 沸き上げ温度高温検出２

ＨＥ-22 水循環系異常 

ＨＰユニット周囲が遮蔽されている 遮蔽されていれば除去する

ＨＰ配管の折れ・詰まりがある

ＨＰ配管にエア溜まりがある

貯湯ユニット給水されていない

ヒートポンプ配管のエア抜きを
する（Ｐ38参照）

貯湯ユニットに水を入れる
（Ｐ32参照）
・折れ・詰まりをあれば直す
・ＨＰ配管に止水栓があれば開く



漏電遮断器の
スイッチ

②逃し弁

11.水抜き(続き)
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を開いてヒートポンプユニット
内の水を抜いてください。

⑨ 熱交水抜き栓
⑩ 出湯金具水抜き栓
⑪ 入水金具水抜き栓

凍結のおそれのある地域で、据付から入居まで期間があり、電
源を入れておくことができない場合は、以下の｢水抜き手順｣に
したがって、貯湯ユニット・ヒートポンプユニット内の水を完
全に抜いてください。

栓の開閉方向

開く 閉じる

119 10

⑨熱交水抜き栓

⑩出湯金具水抜き栓

⑪入水金具水抜き栓

⑦
バルブ
Ｄ

⑥
バルブ
Ｃ

⑤
バルブ
Ｂ

④
バルブ
Ａ

③ 排水栓

① タンク専用止水栓

⑧給水ストレーナ

117 8

■水抜き手順

③排水栓を開い
てタンク内のお
湯を排水してく
ださい。

1

(タンク内のお湯が抜けるまで、約1時間～1時間半かかります)

①タンク専用止水
栓を閉じてくださ
い。

貯湯ユニットの漏電遮断器のスイッチが
｢ON｣になっていることを確認してくだ
さい。

電源を「ＯＮ」

2
台所リモコンで「沸き上げ設定」を「おまかせ 節約」
「湯切れ防止/節約設定」を「切」にしてください。

タンクの設定変更

3
台所リモコンで給湯温度を
「40℃」に設定してください。

給湯温度変更

4
混合水栓を開き、お湯が出なくなるま
でお湯を出した後、混合水栓を閉じて
ください。

給湯配管の排水

5 タンクの排水をする

1 ②逃し弁のレバ
ーを上げてくだ
さい。

2 3

選択 

沸き上げ設定

決定 決定

おまかせ多め

おまかせ節約

選択 

湯切れ防止/節約設定

決定 決定

切 全量少量

②逃し弁
のレバー
を下げる

1 ③排水栓
⑧給水ストレーナ
を閉じる

2 ④～⑦、⑨⑩
⑪の水抜き栓
を閉じてくだ
さい。

3

7
④バルブA、⑤バルブB、⑥バルブC、⑦バルブD
を開いて配管内の水を全て抜いてください。
④～⑦の水抜きは、ビニールホース
(現地準備品:内径8㎜以上)などを
使用して、バケツ等へ排水を導いて
ください。

配管内の水を抜く①

8
給水継手部⑧給水ストレーナ
をはずし、奥にある逆止弁を
六角レンチなどで上側へ押し
て配管内の水を抜いてくださ
い。(右図参照)

配管内の水を抜く②

9
ねじを取りはずし、カバーをツメ(6か所)が抜けるま
で下方へスライドさせてはずしてください。

ヒートポンプユニットのカバーを外す

10 ヒートポンプユニットの水を抜く

全ての水抜き栓から水が出なくなったら、

11水抜き栓を閉じる

逆止弁位置
(給水継手左視図)

上げる

下げる

200
L 40

15 00

℃

タンク給湯湯はり

42℃

：

④
バルブ

Ａ

逆
止
弁

　

(

上
側
へ
押
す)

６
漏電遮断器のスイッチを「ＯＦＦ」にします。

電源のＯＦＦ



□ 台所リモコンの動作を確認してください。リモコンの見方・操作方法を説明し、
   設定項目をお客様と相談して適切に設定してください。
  （給湯温度、沸き上げ設定、湯切れ防止設定など）
□ 各混合水栓やシャワーを開いて流量が十分あるか確認してください。
   必ずお湯(シャワー)の温度を指先などで確かめてからご使用いただくようお願いしてください。
□ ふだんの使いかたについて説明してください。
□ タンクの湯切れを防ぐためお湯の使いすぎに注意していただくようお願いしてください。
□ 次のような場合はお湯がぬるくなる場合があります。お湯がぬるくなる場合は、蛇口を
　 絞るよう説明してください。
　 ●一度に大量のお湯を使用した場合
　 ●夜間などタンク温度が低下した場合
　 ●冬季など水温が低い場合

試
運
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12.お客様への説明について
取扱説明書を使用して、確認を進めながら下記の事項をお客さまに説明してください。
取扱説明書の「安全にお使いいただくために」に記載されている事項は必ず説明してください。

□ 据付条件などにより、工事説明書に基づいた工事と異なる部分がある場合は、その個所と理由
　 を説明してください。
□ 沸き上げ中（主に深夜時間帯）はヒートポンプユニットから運転音や風がでます。その旨説明
 　してください。
□ タンクの排水方法を実際に行って説明してください。製品の配管施工状態や脚カバーが取付け
 　られている場合、脚カバーの取り外し方について説明してください。
□ タンク専用止水栓(現地準備品)の位置と操作方法を説明してください。
　 また、断水時には機器保護のためタンク専用止水栓(現地準備品)を閉じるようお願いしてくだ
　 さい。
□ 排水栓を閉めていても、沸き上げ中はタンク排水管より少量の膨張水を排出することを説明し
 　てください。
□ 逃し弁の機能と点検方法を実際に行って説明し、定期的に点検するようお願いしてください。
□ 漏電遮断器の動作確認方法を実際に行って説明し、定期的に点検するようお願いしてください。
□ 停電時は給湯は使用できません(水は出ます)。また、断水時はお湯も水も出ない旨説明して
　 ください。
□ 凍結防止工事が施工されている場合、凍結防止ヒーターの使い方を説明してください。
□ 配管のネジ切りなどに油を使用した場合、しばらくの間、混合水栓から油やよごれが出る心配
　 があります。その旨説明してください。

OFF

ON

テストボタン

ON

貯湯ユニット、ヒートポンプユニットの近くで下記の説明をしてください

排水

通常

非常用水

お願い
● 取扱説明書および工事説明書は、必ずお客様にお渡しし、保管をお願いしてください。
● 試運転後、１か月以上使用しない場合は、貯湯ユニットの電源スイッチと元電源ブレーカーを
   ｢ＯＦＦ(切)｣にし、貯湯ユニット・ヒートポンプユニット内の水を完全に抜いてください。
● 凍結のおそれのある地域では、据付から入居まで期間がある場合でも電源スイッチを切らない
　でください。電源を入れておくことができない場合は、「11 水抜き」にしたがって貯湯ユニ
　ット・ヒートポンプユニット内の水を完全に抜いてください。

台所リモコンの近くで下記の説明をしてください



チェックリスト
据付け環境

据付け状態

配管のチェック

据付工事後は、下表にあげたチェック項目を確認してください。

① 総硬度100mg/L以下の水道水を使用していますか（井戸水は使用不可）

② 寝室や近所の迷惑になる場所にヒートポンプユニットを据付けていませんか

③ ヒートポンプユニットを屋内に設置していませんか

④ 給水圧力は0.2MPa以上ありますか

⑤ ヒートポンプユニットはドレン水が排水される位置に設置していますか

① 貯湯ユニットの脚がアンカーボルトで固定されていますか

② 貯湯ユニット満水時の重量に十分耐えますか

③ 貯湯ユニットのメンテナンススペースが確保されていますか

④ ヒートポンプユニットの施工制約は守られていますか

⑤ ヒートポンプユニットの降雪対策は問題ないですか

⑥ ヒートポンプユニットを天吊りする場合、天井強度は十分ですか

　 また、取付金具などは適切ですか

⑦ 火気・引火物・可燃性ガスは近くにありませんか

⑧ 据付床面の防水、排水工事はしてありますか

⑨ 貯湯ユニットを２階以上に設置する場合は、上部を固定しましたか

⑩ 外板に傷、変形はないですか

① タンク専用止水栓(給水配管)は適切な位置ですか

② ヒートポンプ配管の配管制約(材料、配管径、長さ、曲がりなど)は守られていますか

③ ヒートポンプ配管はペアチューブでなく独立した配管となっていますか

④ 排水口空間(50ｍｍ以上)を確保していますか

⑤ 給湯配管材は耐食性、耐熱性に問題ない材質ですか

⑥ 排水管材は90℃の温度に十分耐えるものですか

⑦ 接続部から水漏れはありませんか

⑧ 凍結防止・保温工事は適切ですか(各配管に凍結防止ヒーター・保温材は巻いてありますか）

⑨ ヒートポンプユニットのドレン排水処理は適切になされていますか

⑩ 風雨、直射日光の防護は十分ですか

⑪ 逃し弁のレバーを手で開閉し、放水､止水が正常ですか

⑫ 全ての給湯栓と混合水栓をひらいて各蛇口からきれいな水が出るのを確認しましたか

⑬ 各水栓、給水継手部のストレーナを点検しましたか

   (ゴミが入っていると湯の出が悪くなります)

⑭ 指定された配管径、配管長になっていますか

⑮ 配管途中に無理な配管によるツブレ、曲がりはありませんか

判定 ページ
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２、１7

8

２、8

２

１3

１４

１４

１１

１０

１２

１２

２

２、９

１５

－

１６

１６、１７

１６、１７

１9

１6、１7

19

－

２０

１３

－

－

－

３２

１６、１７

１６、１７





電力
会社 契約名称 契約

番号 時間帯名称契約
番号

東北
電力

東京
電力

中部
電力

北陸
電力

中国
電力

四国
電力

関西
電力

九州
電力

沖縄
電力

ドリーム８、ドリーム８エコ(深夜時間帯22時～6時）

ドリーム８、ドリーム８エコ(深夜時間帯24時～8時）

ドリーム８、ドリーム８エコ(深夜時間帯23時～7時）

やりくりナイト８

やりくりナイト10、やりくりナイトS

おトクなナイト８

電化上手

タイムプラン

Ｅライフプラン

エルフナイト８

エルフナイト10プラス

エルフナイト10

エコノミーナイト

ファミリータイム

電化Deナイト、得トクナイト

時間帯別電灯

はぴeタイム

時間帯別電灯

おトクなナイト10

時間帯別電灯（8時間型）

季時別電灯

時間帯別電灯

eタイム3

Eeらいふ

０７

０８

０９

０６

００

０６

００

０２

０６

００

０４

００

０５

０６

００

０２

０１

０３

００

００

０５

０６

００

０２

００

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

０８

０９

ピーク
Ｃゾーン

ピーク
Ｃゾーン

ピーク
Ｃゾーン

0 7 23 24

23 240 7 1710

23 24170 7 9

23 240 8

23 2410 170 8

10 170 8 22 24

0 22 248

22 240 6 16 18

23 2470 16 18

8 240 16 18

■電力会社別電力契約番号

※ 
グラフの上の数字は時刻を表しています。契約している電力制度の内容は、各電力会社にお問い合わせください。
Ａゾーン、Ｂゾーン、Ｃゾーンの用語は、説明のために付加したもので、各電力会社の定める用語ではありません。

● 契約名称と設定する契約番号 ● 契約番号と時間帯名称

2013年9月現在

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

深夜時間帯
Aゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
  Cゾーン

昼間時間帯
Cゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
Cゾーン

昼間時間帯
Cゾーン

朝晩・
リビング
Ｂゾーン

朝晩・
リビング
Ｂゾーン

朝晩・
リビング
Ｂゾーン

朝晩・
リビング
Ｂゾーン

朝晩・リビング
Ｂゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

昼間時間帯
Ｂゾーン

朝晩・リビング
Ｂゾーン

朝晩・リビング
Ｂゾーン

朝晩・リビング
Ｂゾーン

深
夜

深
夜

深
夜

深
夜

深
夜

深
夜

深
夜

深
夜

深
夜

北
海
道
電
力

設定項目

給湯温度

湯はり温度

湯はり湯量

湯はり完了音

沸き上げ

湯切れ防止

４０℃

４０℃

２００Ｌ

メロディー1

おまかせ 節約

少量

出荷時設定 設定項目

電力契約

節約設定

使用休止予約

使用休止予約の休止日

使用休止予約の再開日

音声ガイド

０４

しない

なし

なし（解除）

なし（解除）

しんせつ

出荷時設定 設定項目

ガイド・ブザー音量

コントラスト

バックライト設定

シャワーアラーム設定

標準

レベル８

1分

しない

出荷時設定

■工場出荷時設定項目一覧

〒105-8410　東京都港区西新橋2-15-12


